
 

 

 

令和 8 年 6 月 2日 

報道機関各位 

                             熊 本 大 学 

本学大学院生命科学研究部の山縣和也教授が、日本糖尿病学会において、 

ハーゲドーン賞を受賞しました。 

 

この度、大学院生命科学研究部の山縣和也教授が、第 69 回日本糖尿病学会年次学術集会

（2026 年 5 月 21 日～23 日／大阪国際会議場）において、ハーゲドーン賞を受賞しました。 

この賞は、国際的に認められ、評価の確立した糖尿病研究に贈呈されるもので、日本糖

尿病学会が顕彰する賞のひとつです。 

山縣教授は、「核内因子からみた糖尿病発症の分子機構解明」に関する研究業績が認め

られての受賞となりました。 

授賞式は 5 月 21 日に、受賞講演は 5 月 23 日に、いずれも大阪国際会議場にて執り行わ

れました。 

 

■受賞対象研究の概要 

「核内因子からみた糖尿病発症の分子機構解明」 

我が国において糖尿病が強く疑われる人の数は増加を続けており、推計 1100 万人に上り

ます。糖尿病の一部は家族性（遺伝性）に発症しますが、その原因遺伝子や病態、適切な

治療方法は不明でした。 

山縣教授は、HNF1A という遺伝子が遺伝性糖尿病の主要な原因遺伝子であり、同遺伝子

の変異で糖尿病が発症する
* 

 ことを解明されました。また同遺伝子の異常でおきる糖尿病

の特徴や最適な治療法についても明らかにされました。（*別紙説明図参照） 

山縣教授は、HNF1A 遺伝子の異常による糖尿病の存在を世界で初めて発見し、その詳細

な病態解明に成功したことが高く評価され、この度の受賞となりました。 

 

※授賞式および受賞講演の模様は、以下のホームページにおいて順次紹介いたします。あわせてご覧くださ

い。 

本学 HP 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/whatsnew/seimei/cp1v3y 

  本学生命科学研究部 HP 

https://x.gd/zDgBA 

【お問い合わせ先】 

熊本大学 生命科学系事務部 医薬保健学系事務課 

医学事務チーム 総務・人事担当 

TEL：096-373-5912 Mail：ski-somu@jimu.kumamoto-u.ac.jp 
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HNF1A遺伝子異常により糖尿病が発症する

Yamagata K. Nature 1996など
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